
もくじ
１年間でいくらお金を使ったの？ ・・・・ １ページ
何にお金を使ったの？ ・・・・ ２ページ
　一般会計の内訳は？ ・・・・ ２ページ
　主な収入の内容は？ ・・・・ ３ページ
　主な支出の内容は？ ・・・・ ４ページ
　支出の分野別の使い道は？ ・・・・ ５ページ
　特別会計・企業会計の内訳は？ ・・・・ ６ページ
市債（借金）はいくらあるの？ ・・・・ ７ページ
貯金はいくらあるの？ ・・・・ ７ページ
小松市の財政水準は？ ・・・・ ８ページ
主な事業の内容 ・・・・ ９ページ

●平成27年春の北陸新幹線金沢開業や第６６回全国植樹祭いしかわ2015開催に
向けて，オール小松市で「フローラルこまつ」「グッドマナーこまつ」の取り組
みや木場潟までのアクセス道路の整備を進めました。

●「出産・子育てしやすいまち」のさらなるレベルアップを目指し，中間所得層の
保育料の引き下げ，こども医療費の自己負担見直し，子どものインフルエンザ
に対する助成など，子育て応援体制を拡充しました。

●健全な財政を目指し，市債残高（市の借金）については，借入れの抑制や繰上返済
などを行い，全会計で約46億円改善しました。

平成26年度の小松市の決算の情報をもとに，まちづくりを進めるうえで「どのよう
にお金が使われたのか」「小松市の財政はどのような状態なのか」をわかりやすく
お知らせします。

小松市イメージキャラクター『カブッキー』

財政のすがたをわかりやすく

平成２６年度決算の特徴



一般会計の内訳は ⇒ ２ページへ　　特別会計・企業会計の内訳は ⇒ ６ページへ

小松市全体では933.7億円のお金が使われました。これを平成27年3月31日現在
の小松市の人口108,585人で割ると，市民１人当たり859,908円のお金が使われたこと
になります。

市全体の平成26年度の決算額は，前年度より約30億円の減少となりました。こ
れは，サイエンスヒルズこまつやこまつ曳山交流館みよっさなど，北陸新幹線金沢開業
を見据えた拠点施設整備が完了したことが主な原因です。

なお，市の会計は，仕事の目的や種類によって大きく3つに分かれています。

[一般会計] … 税金などを使って，福祉，教育，道路や公園の整備，ごみ処理など市
の基本的な仕事をする会計です。

[特別会計] … 国民健康保険，介護保険，農業集落排水などの事業は，保険料や使用
料などの市税以外の特定の収入によって運営するものであり，一般会計と
分けて経理した方が適当です。このような場合に設置するのが特別会計で
あり，小松市では平成26年度に7つの特別会計を設置しています。

[企業会計] … 水道や公共下水道，病院は，料金収入を主な財源として民間の企業活
動に近い仕事をする事業です。このような場合に設置するのが企業会計
であり，小松市では平成26年度に3つの企業会計を設置しています。

行政の仕事は広範多岐にわたるので，特定の事業の会計を分けることによって収支を
明確にしています。

一般会計

４１７．５億円
４４．７％

特別会計

３１９．８億円
３４．３％

企業会計

１９６．４億円
２１．０％

全 会 計
９３３．７億円

市⺠１⼈当たり
859,908円

１年間でいくらお⾦を使ったの？
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メ モ

市税
162.3億円

38.3％

国・県からの
補助⾦

97.3億円
22.9％

市債
41.1億円

9.7％

地方
交付税

66.9億円
15.8％

譲与税・交付⾦
20.5億円

4.8％

使⽤料・⼿数料
など

15.1億円
3.6％

その他
20.5億円

4.9％

社会保障費
119.7億円

28.7％

公債費
68.1億円

16.3％

⼈件費
59.7億円

14.3％

建設
事業費

57.3億円
13.7％

物件費
維持補修費

56.0億円
13.4％

上下水道
市⺠病院等

への支出
30.0億円

7.2％

補助費等
21.0億円

5.0％

その他
5.7億円

1.4％

収入 ４２３．7億円

支出 ４１７．５億円

収入から支出を差し引いた額は6.2億円となっていますが，そのうち1.1億円は
平成26年度中に完了しなかった事業を翌年度に繰り越して使うため，その分を差
し引いた実質的な収支は5.1億円となります。

差引 6.2億円

保育料，市営住
宅使用料，ごみ
処理手数料など

全国どの地域に住む人も一定の行政サービスを
受けられるよう，地域ごとの市税収入の差を調
整するために国が地方公共団体へ交付するお金

自主財源 46.8％ 依存財源 53.2％

国や県に納められたお金のうち，一定の基準
によって地方公共団体に配られるお金
(例)自動車重量譲与税，利子割交付金

学校，道路,
公園などの
建設・改修
費など

職員の給料や
退職金，議員
報酬など

借金の
返済金

庁舎，学校，
保育所や各種
文化施設等の
管理運営費な
ど

団体への
補助金，
広域的負
担金など

障がいのある方やお
年寄りへの給付, 子
ども手当や生活保護
費，医療や介護など
のための経費

寄附金，前年度繰越金，諸収入など

一般会計の内訳は？

何にお⾦を使ったの？
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◇ 市債（借金）の借入

　

　

　

◇ 収入で一番多いのは「市税」

メ モ

メ
モ

0
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100

22 23 24 25 26

34.5 31.0 36.3 32.4
18.5

25.5 23.8
28.3 26.7

22.6

臨時財政対策債などの市債
一般の市債

個⼈市⺠税
53.9億円

33.2%

法⼈市⺠税
23.1億円

14.2%

固定資産税
66.1億円

40.7% 

都市計画税
9.0億円

5.6% 

市たばこ税
7.5億円

4.6%

軽自動⾞税
2.2億円

1.4% 

入湯税
0.5億円

0.3% 

市税総額
162.3億円

平成26年度の市債発行総額
は41.1億円となりました。

市債発行総額を借金返済額
（元金）より減らし，新たな借金
の抑制に取り組んでいます。

0

50

100

150

200

19 20 21 22 23 24 25 26

18.8 18.7 18.1 18.1 19.1 18.4 19.4 19.2 

38.7 35.2 
8.4 13.7 17.6 14.4 17.5 23.1 

58.3 59.4 
58.1 49.8 49.1 53.0 53.3 53.9 

73.2 74.7 

73.8 72.1 70.0 66.0 66.2 66.1 固定資産税
個⼈市⺠税
法⼈市⺠税
その他

189.0
156.4

162.3

(年度)

(億円)

(年度)

(億円)

収入の中で一番大きな割合を占めているのは市税です。
下のグラフは，直近5年の市税の推移を示しています。平成19年度189億

円，平成20年度188億円をピークに平成21年度以降景気後退により減少傾
向でしたが，平成26年度は景気の回復基調により法人市民税が増加し，市税
全体で平成25年度と比べると5.9億円増加しました。

151.8

60.0

41.1
59.164.6

[臨時財政対策債]…本来，国から地方交付税としてもらえるはずのお金について，
国の予算不足の穴埋めとして市が発行する借金

155.8

市街化区域内に土地，建物を所有している人が納める税
金で，公園・道路・下水道などを整備する都市計画事業
や土地区画整理事業のために使われます。

153.7

主な収入の内容は？

188.0
158.4

54.8
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◇ 借⾦の返済（公債費）はやや減少

◇ 「建設事業費」は減少

◇ 支出で一番多いのは「社会保障費」

メ
モ

メ モ

62.8 
67.1 

66.5 
65.3 

50

60

70

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

扶助費
87.5億円

73.1％

介護保険事業繰出⾦
12.8億円

10.7％

後期⾼齢者医療
繰出⾦・負担⾦

12.5億円
10.4％

国⺠健康保険
事業繰出⾦

6.9億円
5.8％

社会保障費
119.7億円

(年度)

平成26年度は前年度と比べ減
少しました。ここ数年は返済
のピーク期となっています。

(億円)

0

60
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16 24 25 26

79.3 

110.2 112.6 
119.7 

(億円)

(年度)

0

40

80

120

160

16 24 25 26

88.3
78.7

89.6

57.3

(年度)

(億円)

緊急課題であった小中学校の
耐震化が平成24年度で終了し，
平成25年度にサイエンスヒルズこ
まつ，こまつ曳山交流館みよっさ
が完成したことにより，平成26年度
は前年度に比べて約32億円の減額
となりました。

・・・

・・・

(定時償還額)

子ども，障がいのある方，お年寄り，生活困窮者な
どを支援するために支給されるお金

主な支出の内容は？

メ モ
平成26年度の社会保障費は，平成

25年度と比べ7.1億円増加しています。
平成26年度は子育て世帯臨時特例給

付金・臨時福祉給付金，子ども医療費
の自己負担軽減や予防接種の拡充を図
りました。

少子化・超長寿化が進む中，年々増
加しており，10年前と比べると約1.5
倍にまで増加しました。

←認知症ほっと犬”Ben（ベン）”
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議会費
労働費

災害復旧費
4.3億円

商工費
6.4億円

農 林
水産業費
12.8億円

消防費
15.6億円

衛生費
24.4億円

総務費
38.1億円

教育費
42.1億円

土木費
60.1億円

公債費
68.1億円

⺠生費
145.6億円

34.9%

16.3%

14.4%

10.1%

9.1%

5.8%

3.7%

3.1%

1.5%

1.1%

医療や介護，子どもや障がいのあ
る方，お年寄りへの福祉サービス
など

過去に借入れた借金の返済金

学校教育・生涯学習・文化振興
など

道路・公園・住宅などの管理・
整備

市政の運営，税金や戸籍の事務
など

母と子やお年寄りの保健の充実，
ごみ処理など生活環境の整備

消防の活動，防災整備

農林水産業，中山間地域の振興

商工業振興，産業の育成・誘致
など

議会の運営，働く人への支援，
災害復旧

支出 ４１７．５億円

支出の分野別の使い道は？

メ モ

分野別では，福祉にかかる経費である「民生費」に一番多くのお金が使われており
全体の約35％を占めています。

公債費（借金返済）については，通常の返済に加え，将来負担軽減のため繰上償還
（2.8億円）を行いました。

認知症ニャンとかするにゃんこ”Kei（ケイ）”→

5



特別会計（７会計） （単位：億円）

会　計　名 収 入 支 出 差 引

国 ⺠ 健 康 保 険 114.00 111.61 2.39

介 護 保 険 93.85 93.23 0.62

後期⾼齢者医療 12.03 12.01 0.02

簡 易 水 道 0.33 0.33  - 

農 業 集 落 排 水 4.79 4.79  - 

工 業 団 地 造 成 14.33 14.33  - 

公 債 管 理 83.50 83.50  - 

合 計 322.83 319.80 3.03

企業会計（３会計） （単位：億円）

収 入 支 出 差 引 収 入 支 出 差 引
水 道 26.40 22.98 3.42 0.83 7.94 ▲ 7.11

公 共 下 水 道 36.39 38.80 ▲ 2.41 25.95 38.18 ▲ 12.23

市 ⺠ 病 院 80.85 79.05 1.80 7.61 9.45 ▲ 1.84

合 計 143.64 140.83 2.81 34.39 55.57 ▲ 21.18

　　　　　企業会計のしくみ

事　業　内　容

自営業者や退職者などの医療保険

施設介護，在宅介護等の保険

広域連合による75歳以上の医療保険

借⾦の返済管理

⼩集落への給水事業

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支会　計　名

農業集落の汚水処理施設管理・整備
串工業団地の分譲・正蓮寺エリア産業団地の造
成

企業会計には２つの財布があります。
[収益的収支] … 事業を運営するために１年間にかかった経費と収入を管理する財

布。事業の黒字・赤字はこの財布の中身を見れば分かります。

[資本的収支] … 事業の運営とは別に，施設の建設や設備投資の収支をやりくりす
る財布。借金の借入・返済もこの財布で管理しています。

このほかに，企業会計には内部留保資金というものがあります。内部留保資金とは
純利益や現金支出の伴わない費用から生じるものです。

上の表では，資本的収支が赤字になっていますが，不足分は内部留保資金で補って
います。

特別会計・企業会計の内訳は？
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小松市の市債（借金）の残高は，借入れの抑制や繰上返済を行ったことなどにより，平成
21年度の1,434億円をピークに平成22年度以降は減少に転じています。
平成26年度は市債残高を約46億円改善し，全会計の残高は約1,306億円となりました。

10年ビジョンでは，平成21年度の市債残高を10年間で200億円改善することを目標
にしています。

1,434 1,416 1,385 1,368 1,352 1,306

0

500

1,000

1,500

21 22 23 24 25 26

市⺠病院
公共下水道
その他会計
一般会計

(億円)

(年度)
市⺠１⼈当たり
1,202,744円

５年間で
128億円の減少

16.3 15.8 17.1 18.7 20.7

2.4 2.4 2.4
3.3

3.3
1.1 1.1 1.1

1.1
1.1

19.8 19.3 20.6
23.1

25.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

22 23 24 25 26

減債基⾦

地域経済活性化対策基⾦

財政調整基⾦

(億円)

市債（借⾦）はいくらあるの？

貯⾦はいくらあるの？

減少へ

小松市の貯金（主要3基金）の残高は，厳しい財政状況の中でここ数年は20億円を
下回っていました。これは，平成20年秋のリーマンショックの影響による歳入不足の補填
や，市債の繰上償還を優先的に行ったためです。

平成24年度に4年ぶりに20億円台となり，平成26年度は市債の繰上償還（2.8億円）と
あわせて2.0億円貯金（基金）の積み増しを行いました。これにより，第5次小松市行財政
改革プランの目標値である主要3基金の平成26年度末残高25億円を達成しました。

今後も，突発的な財政需要に対応するため貯金を確保しつつ，将来負担軽減へ取り組
みます。

ピーク

主要３基⾦残⾼

市⺠１⼈当たり
23,112円
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 ◎矢印は前年度との比較です

※類似団体とは？

　

小松市と同じ類型（人口が10万人以上15万人未満，産業構造が第2次産業＋第3次産業
が95％未満かつ第3次産業が55％以上）の都市で，全国に88団体あります。

平成26年度の普通会計決算を，全国の類似団体（88市）や県内11市と比べてみましょ
う。

⼩ 松 市 0.685
類似88都市平均 0.742
県内11市平均 0.536

財政⼒の強さ（財政⼒指数)

⼩松市の順位

第53位↑
第３位→

※財政力指数
必要な財源をどれだけ自力で調達

できるかを表す指数。数値が大きい
ほど財政力が強い。

小松市は，収入に対する借金返済の割合を表す実質公債費比率，借金残高の割合
を表す将来負担比率は減少傾向にありますが，類似都市や県内11市と比較して，高い
水準となっています。

今後はまちを発展させ，税収を確保するとともに無駄を無くすことで，借金を減ら
していくことが重要な課題です。

類似団体と比べると…

⼩ 松 市 16.1％
類似88都市平均 7.1％
県内11市平均 12.0％

収入に対する借⾦返済の割合
（実質公債費⽐率）

⼩松市の順位

第85位↑
第10位↑

※実質公債費比率
収入額のうち借金の返済に使った

金額の割合。数値が大きいほど借金
返済の負担が重い。

⼩ 松 市 92.4％
類似88都市平均 91.2％
県内11市平均 91.2％

財政の弾⼒性（経常収支⽐率）

⼩松市の順位

第57位↓
第８位 ↓

※経常収支比率
市税などの経常的な収入に対する経

常的な経費の割合。数値が大きいほど
財政の弾力性が低く，自由な政策に使
えるお金が少ない。

⼩ 松 市 186.2％
類似88都市平均 58.8％
県内11市平均 88.4％

収入に対する借⾦残⾼の割合
（将来負担⽐率）

⼩松市の順位

第87位→
第11位→

※将来負担比率
収入額に対する市債などの負債残

高の割合。数値が大きいほど将来支
払う負債の残高が多い。

小松市の財政水準は？
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●保育料の引き下げ
中間所得層について月4,000～5,000円引下げ（平成26年7月～）

●こども医療費
自己負担の軽減　３歳児～未就学児　　 500円/月→なし

　　　　　　    　小学生～18歳　　　1,000円/月→500円　（平成26年7月～）

●予防接種費
子ども（1歳～中学生）のインフルエンザ予防接種等

●放課後児童クラブ整備費
稚松，荒屋，今江児童クラブの整備

●私⽴保育所施設整備費補助⾦
月津保育園大規模改修等

●授業支援費
　 きめ細やかな指導のための教員配置など

●ＩＣＴ教育環境整備費
タブレット型パソコン購入等

●小学校芝生整備費
蓮代寺小，国府小

●中学校プール改修
丸内中，松陽中，御幸中，中海中，板津中

●育児・介護休業取得支援費
助成額の上限拡大，職場復帰支援の充実

●⼥性起業サポート費
女性起業チャレンジ塾，ウーマンマネジメントスクール開催

単位：　千円

270,554

59,536

15,158

45,710

平成２６年度に行った主な事業をお知らせします

１．こどもたち，みんなの夢のために

全国トップレベルの出産・子育てしやすいまちに

子どもたちが夢を描き成⻑できる環境づくり

▶

1,941

100,000

▶

244,230

393,747

3,898

▶ ⼥性の活躍を応援

57,788

1,170
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●安心生活ネットワーク費
引きこもり・閉じこもり等への相談・支援

●防災⾏政無線整備費
デジタル簡易無線設置工事実施設計（97町内）・工事（19町内）

●防災体制強化費
避難所備蓄品の充実

●自主防災組織育成費
訓練補助，防災組織リーダー育成講座開催

●消防救急デジタル無線整備費
実施設計

●⾼規格救急⾞購入費
西出張所 高規格救急車 1台 更新

●ロコモティブシンドローム対策費
ウォーキング活動支援，ロコモトレーニング指導

●認知症施策総合推進費
　 認知症高齢者見守り活動

●⾼齢者総合相談センター費
　 ブランチ設置（4ヵ所）による身近な相談体制の充実

●介護ロボット普及促進費
介護事業者への導入補助

●やさしいまちづくり推進費
パーキングパーミット整備等

●ごみダイエット作戦事業
剪定枝リサイクル，家庭用生ごみ処理機等補助ほか

●スマートシティこまつプロジェクト推進費
再生可能エネルギー・省エネ設備導入調査・助成

●新ごみ処理施設建設⽤地造成費
新ごみ処理施設建設用地造成

●学習等供⽤施設建設費
　 新築（今江中央），改修（上本折，佐美）等

●定住促進費
３世代家庭住宅建築への支援拡充等

●地域ＩＣＴ推進費
携帯電話不感地域解消，公衆無線LAN整備

9,552

15,710

343,598

9,185

3,716

90,686

▶ エンジョイ・スマートライフを応援

83,625

2,354

48,100

124,698

5,428

21,497

1,927

1,182

２．安心で楽しくスマートな住みよいまちに

▶ ⾝近で安心の医療・福祉・防災

3,620

29,635

13,336

介護ロボット
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●第６６回全国植樹祭準備費
情報誌「こまつもん」植樹祭特別号作成等

●スマイル木場潟開催費
平成26年5月18日開催　参加者約15,000人

●緑の少年団育成費
活動の充実

●特別道路整備費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
木場潟公園線，今江三谷バイパス線ほか

●⾥⼭自然学校環境整備費
里山自然学校こまつ滝ヶ原の空調設備・薪ストーブ設置等

　 園路舗装、休憩施設整備、安全施設整備等

●木場潟トレッキングコース整備費
　 植樹祭メモリアルライン整備（木場潟～憩いの森　全長12㎞）ほか

●フローラルこまつ推進費
市民総がかりの花いっぱい運動

●木場潟花の彩り整備費
西園地周辺花壇植栽（春:ナノハナ，秋:コスモス）

●花と緑の推進費
藤見の会開催ほか

●グッドマナーこまつ推進費
おもてなし力の向上，美しいまちづくり（啓発，講座開催）

　 平成26年5月18日　エンジョイエコまつり開催　参加者数6,000人　

外国語版小松市紹介リーフレット・ポストカード作成

▶ グッドマナーこまつ　〜マナーはやさしさ〜

5,595

「環境王国」の特色ある自然資源を活かした地域づくり

3,398

4,000

▶ フローラルこまつ　〜花・水・樹〜

1,844

397,555

1,931

３．第６６回全国植樹祭に向けて　

▶

5,000

▶

水郷「木場潟」を全国に誇る景勝地に　　ー１００万⼈構想ー

15,004

8,782

●憩いの森おもてなしイメージアップ費 47,145

27,858

●We　ｅｎｊｏｙ　ＥＣＯ！推進費

●国際都市こまつ　Ｗｅｌｃｏｍｅ費

3,163

2,090
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平成26年5月4日～5日　ゲスト団体：福島県南会津町，群馬県みなかみ町

●歌舞伎のまちこまつ推進費
「こまつ歌舞伎未来塾」台湾公演ほか

●「おくのほそ道」のこまつ推進費
ビジュアル俳句コンテスト等

●龍助町⻄町無電柱化調査費
基本設計

●航空プラザ魅⼒アップ費
1階展示場リニューアル

●小松空港活性化推進事業
小松空港協議会・小松空港活性化委員会負担金

●北陸新幹線推進費
北陸新幹線建設負担金

●北陸新幹線⾦沢開業ＰＲ推進費
小松市イベント情報「じゃらん春夏編」作成ほか

●粟津駅⻄側線整備費
市道粟津駅西側線道路改良・舗装工事ほか

●粟津駅東地区周辺整備費
　 粟津駅前大通り線道路舗装・修景工事ほか

４．歴史ある伝統文化を活かし，新しい小松文化を創造　

▶ 曳⼭２５０年　「歌舞伎のまち」を次の時代に

５．北陸の成長を引っぱるターミナル　

26,686

▶ 北陸のハブ「小松空港」の機能強化

▶ 南部の交流拠点「ＪＲ粟津駅」周辺の整備促進

▶

74,068

10,952

2,561

⼈・モノ・文化が交差する南加賀のターミナル「ＪＲ小松駅」

●全国子供歌舞伎フェスティバル開催費 14,500

20,293

3,942

6,302

950

972
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●選手育成強化費
アスリートの育成

●市内コンベンション開催支援費
　 誘致協力団体への支援ほか

●ＮＴＣカヌー拠点強化費
トレーニング機能の充実

●地区体育館耐震化推進費
　 西部・南部地区体育館

●小松・ビルボールド姉妹都市
４０周年記念事業開催費
相互寄贈庭園オープニング式典など

●海外交流推進費
欧州文化首都における小松文化の紹介

●グローバルチャレンジ推進費
KOMATSU体験メニューリーフレット作成ほか

品評会，ブランド認定による販促支援等

　 叡智の杜整備事業，こまつＳＡＴＯＹＡＭＡ協議会活動支援

●６次産業推進費
規格外地産農産物を活用したレシピ開発（ピューレなど）

「トンボの楽園」整備ほか

●経営モデルチェンジ支援費
新ビジネス・省エネ化などの取組支援

▶ 全国の模範となる農林水産業に

▶ バランスのとれた産業都市へ

●環境王国こまつプロジェクト推進費

●環境王国こまつ⾥⼭資源活⽤推進費

165,609

10,438

6,778

5,183

4,871

６．小松市 2020 Ｓｐｒｉｔ & Ｍｏｖｅｍｅｎｔ　

▶ 国内外で躍動するアスリートを育成

▶ 北陸で際⽴つ国際都市に

７．もっとたくましい「ものづくり」のまちへ　

1,873

10,995

4,338

9,458

4,592

5,537

●⾥⼭自然学校こまつ滝ヶ原活動費 5,093
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●産業競争⼒強化費
共同研究・新製品開発支援等

●産業⼈材育成費
経営管理者・技術者・後継者等育成支援

●新産業団地基本調査費
　 正蓮寺エリアにおける環境調査，基本設計

　 橋りょう・道路改良工事

●Ｎｅｘｔ１０年ビジョン策定費
次の10年ビジョン策定費

●社会保障・税番号制度推進費
　 マイナンバー制度導入に向けたシステム改修

●納税方法拡大費
市税コンビニ支払い開始（H26.4～）

●コンビニ交付推進費
証明書（住民票等）コンビニ発行システムの構築

●３Ｄ－ＣＡＤ活⽤推進費
3D-CADモデル活用による設計

●市債繰上返済
一般会計(280,040）

5,999

4,526

2,160

小松市ＨＰの組織
別案内（財政課）
のページをご覧く
ださい。

42,264

2,492

20,736

2,021

●基地周辺道路整備費（佐美串線） 197,807

5,574

280,040

▶ 市⺠から評価される市役所づくり

▶ 安心の財政基盤へ

８．まちづくりに魂を込める行政へ

[発⾏]平成2７年１０⽉ ⼩松市総合政策部財政課
〒923-8650 石川県⼩松市⼩馬出町91番地
ＴＥＬ：0761-24-8144（直通） ＦＡＸ：0761-24-8190
メール：zaisei@city.komatsu.lg.jp
Ｈ Ｐ：http://www.city.komatsu.lg.jp/zaisei/

もっと詳しく
知りたい方は…
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